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直
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法
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―
『
古
事
記
』
の
会
話
引
用
形
式
を
め
ぐ
っ
て
―
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『
古
事
記
』
の
会
話
文
は
、
詔
・
白
・
告
・
日
・
問
・
宜
・
請
な
ど
の
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
に
み
ち
び
か
れ
、
文
中
に
そ
の
存
在
が
明
ら
か
で
あ
る
。
欲
・
願
な
ど
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
び
か
れ
る
願
望
表
現
や
、
思
・
以
為
な
ど
で
み
ち
び
か
れ
る
思
惟
内
容
・
心
中
言
、
あ
る
い
は
聞
な
ど
で
み
ち
び
か
れ
る
伝
聞
内
容
な
ど
に
ま
ぎ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
　
こ
れ
は
、
漢
文
の
表
記
法
に
拠
る
と
こ
ろ
の
多
い
『
古
事
記
』
の
文
章
表
現
法
の
特
色
で
あ
り
、
平
安
和
文
に
み
る
会
話
引
用
形
式
と
は
全
く
異
な
る
様
相
を
示
す
の
は
、
彼
我
の
文
章
表
現
法
の
違
い
で
あ
る
、
と
い
え
ば
、
勿
論
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
違
い
の
意
味
す
る
も
の
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
彼
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
明
確
、
我
に
お
い
て
は
か
な
り
不
明
確
な
直
接
叙
法
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
、
『
古
事
記
』
の
会
話
文
引
用
形
式
を
手
が
か
り
に
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
二
　
『
古
事
記
』
の
会
話
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
す
ぐ
れ
た
論
考
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
よ
り
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
『
古
事
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
会
話
引
用
形
式
一
直
接
叙
法
の
よ
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
漢
訳
仏
典
の
影
響
が
い
わ
れ
（
注
1
、
神
田
論
文
・
小
島
論
文
）
、
他
方
で
六
朝
以
降
の
俗
語
流
漢
文
ス
タ
イ
ル
の
影
響
が
説
か
れ
て
い
る
（
注
1
、
原
口
論
文
）
。
又
、
引
用
動
詞
に
つ
い
て
も
『
古
事
記
』
独
特
の
用
字
法
が
見
出
さ
れ
て
い
る
（
注
1
、
古
賀
論
文
）
。
　
こ
れ
ら
の
諸
論
考
の
い
く
つ
か
に
説
か
れ
本
論
に
も
用
い
た
「
直
接
叙
法
」
と
い
う
用
語
は
、
い
わ
ゆ
る
直
接
話
法
会
話
文
の
引
用
形
式
の
こ
と
で
、
発
話
が
語
ら
れ
た
形
の
ま
ま
記
し
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
の
下
に
引
用
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
。
登
場
人
物
の
発
話
を
そ
の
ま
ま
に
記
し
と
ど
め
る
こ
と
は
、
読
者
を
物
語
の
場
面
に
立
ち
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
も
手
早
い
方
法
で
あ
る
と
、
一
応
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
た
め
に
会
話
は
直
接
叙
法
で
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
古
事
記
』
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ぬ
会
話
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
平
安
和
文
に
ま
ま
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
の
文
と
会
話
文
の
融
合
、
も
し
く
は
、
会
話
文
と
心
話
文
あ
る
い
は
消
息
文
と
の
判
別
の
曖
昧
さ
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
発
話
行
為
・
思
惟
行
為
・
書
記
行
為
は
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
別
種
の
行
為
と
し
て
記
し
と
ど
め
ら
れ
、
互
い
に
交
り
合
う
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
文
章
表
現
法
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
納
得
の
い
く
尤
も
な
姿
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
耳
に
聞
こ
え
る
言
葉
で
発
話
す
る
の
と
、
心
中
に
思
う
の
と
、
文
字
に
記
し
と
ど
め
る
の
直
接
叙
法
の
意
味
（
山
口
）
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
三
号
二
と
は
、
行
為
の
主
体
に
と
っ
て
は
、
言
葉
（
あ
る
い
は
そ
の
言
表
内
容
）
と
の
係
わ
り
に
お
い
て
同
等
の
行
為
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
受
け
手
の
側
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
違
う
行
為
で
あ
る
。
受
け
手
に
と
っ
て
は
思
惟
行
為
を
言
葉
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
音
声
表
現
か
文
字
表
現
か
は
理
解
に
お
い
て
大
き
く
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
全
く
異
な
る
感
覚
器
官
一
聴
覚
か
視
覚
一
を
駆
使
し
た
上
で
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
れ
ぼ
、
そ
れ
を
言
葉
と
し
て
受
け
と
め
、
言
表
内
容
に
届
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
書
き
分
け
る
言
語
は
、
書
き
分
け
得
な
い
、
あ
る
い
は
書
き
分
け
よ
う
と
し
な
い
言
語
と
は
、
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
古
事
記
』
の
本
文
成
立
に
つ
い
て
、
序
文
の
記
述
を
信
じ
る
な
ら
ぼ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
朝
臣
安
萬
侶
が
馨
り
を
う
け
て
「
撰
録
稗
田
阿
礼
所
調
之
勅
語
旧
辞
」
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
の
で
あ
る
。
阿
礼
の
喫
す
る
所
の
コ
論
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
必
ら
ず
し
も
明
確
と
は
い
え
ず
、
漢
文
で
記
さ
れ
た
帝
紀
・
本
辞
の
訓
法
を
「
令
諦
習
」
（
よ
み
な
ら
は
し
め
た
）
と
も
い
う
。
訓
点
も
し
く
は
仮
名
文
字
の
未
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
工
夫
さ
れ
な
い
当
時
、
漢
文
の
訓
法
を
よ
み
な
ら
う
こ
と
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
と
も
「
度
目
諦
口
、
梯
耳
勤
心
」
と
あ
る
よ
う
に
一
切
を
そ
ら
ん
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
太
安
萬
侶
の
苦
心
の
表
記
法
を
介
し
て
、
現
在
、
我
々
が
訓
み
下
す
『
古
事
記
』
の
文
章
は
阿
礼
の
卜
し
た
こ
と
ぼ
に
ど
の
く
ら
い
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
又
別
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
「
写
し
て
い
た
こ
と
ぼ
を
撰
録
し
た
」
と
さ
れ
る
『
古
事
記
』
本
文
中
の
会
話
文
の
意
味
は
、
改
め
て
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
　
ま
ず
、
『
古
事
記
」
三
巻
の
中
に
、
直
接
叙
法
が
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
る
か
調
べ
て
み
よ
う
。
尊
話
文
そ
の
他
も
、
直
接
叙
法
で
引
用
さ
れ
る
が
、
表
現
と
し
て
み
る
と
き
決
し
て
会
話
文
と
同
質
で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
分
け
て
示
す
。
又
、
会
話
文
は
会
話
文
だ
け
で
独
特
の
効
果
を
示
す
も
の
で
も
な
い
。
和
歌
そ
の
他
の
引
用
数
も
合
わ
せ
調
べ
て
み
る
。
更
に
、
会
話
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ど
の
よ
う
な
形
式
で
引
用
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
か
も
、
大
き
く
文
体
に
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
を
与
え
る
。
会
話
文
の
上
下
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
用
動
詞
を
持
つ
双
書
引
用
・
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
中
に
連
続
し
て
二
つ
の
会
話
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
引
用
す
る
連
続
引
用
・
会
話
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
に
更
に
会
話
文
を
引
用
す
る
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
引
用
を
区
別
し
て
調
査
し
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
数
値
も
合
わ
せ
示
し
た
。
右
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
な
り
合
う
こ
と
も
あ
る
数
値
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
以
上
、
『
古
事
記
』
に
お
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
直
接
叙
法
の
概
観
と
し
て
表
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ま
と
め
て
示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
・
中
・
下
三
巻
の
言
語
量
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
る
た
め
、
大
系
本
の
ペ
ー
ジ
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
示
し
、
大
系
本
の
一
ペ
ー
ジ
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
の
会
話
文
数
の
比
率
を
、
会
釦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話
文
の
欄
の
下
段
に
0
に
入
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
字
で
示
し
た
。
又
、
和
歌
の
頻
　
　
巻
事
項
上
中
下
計
大
　
系
　
本
ペ
ー
ジ
数
鵬
恥
78
蹴
会
　
話
　
文
轟
認
）
8
2
6
0
（
撚
心
　
話
文
そ
　
の
　
他
16
19
9
44
歌
I
3
の
4
に
1
紛
6
侃
痴
夢
0
5
0
5
諺
1
3
0
4
双
括
引
用
13
4
㈲
2
p
㈲
連
続
引
用
10
17
7
34
二
重
引
用
11
2
1
15
度
は
大
系
本
一
〇
ペ
ー
ジ
あ
た
り
の
平
均
和
歌
数
で
示
し
、
歌
の
欄
の
下
段
に
⇔
に
入
れ
た
数
字
で
示
し
た
。
双
括
引
用
の
欄
の
中
巻
の
㈹
は
、
双
括
引
用
と
も
い
え
る
用
例
の
数
で
あ
る
。
　
会
話
文
は
、
上
・
中
・
下
と
減
少
す
る
。
大
系
本
一
ペ
ー
ジ
あ
た
り
の
会
話
数
は
、
一
・
四
、
一
・
○
、
○
・
九
と
僅
か
ず
つ
な
が
ら
減
少
し
、
巻
が
進
む
に
従
っ
て
会
話
文
が
少
な
く
な
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
和
歌
は
巻
が
進
む
に
つ
れ
て
大
幅
に
増
加
す
る
。
夢
の
記
述
は
中
巻
に
し
か
み
ら
れ
ず
、
諺
の
記
述
も
中
巻
に
多
い
。
心
話
文
は
、
三
巻
と
も
ほ
ぼ
同
率
で
あ
り
、
会
話
文
に
比
し
そ
の
数
は
極
め
て
少
な
い
。
　
会
話
文
の
引
用
の
形
式
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
双
括
引
用
・
二
重
引
用
は
上
巻
が
圧
倒
的
に
多
い
。
問
答
の
連
続
引
用
は
中
巻
に
際
立
っ
て
多
い
。
こ
の
よ
う
な
全
体
的
な
姿
か
ら
、
『
古
事
記
』
三
巻
の
文
体
的
な
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。
平
安
和
文
に
即
し
て
、
大
ま
か
に
印
象
的
に
い
え
ば
、
上
巻
は
作
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
語
的
、
中
巻
は
日
記
的
、
下
巻
は
歌
物
語
的
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
下
巻
の
和
歌
は
詠
歌
の
背
景
の
記
述
は
少
な
く
、
叙
述
の
中
心
が
和
歌
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
個
別
に
考
え
て
み
る
。
上
巻
は
会
話
文
の
引
用
が
多
く
、
双
括
引
用
・
二
重
引
用
も
多
い
。
会
話
文
が
質
量
と
も
に
曲
豆
富
で
、
会
話
文
に
よ
っ
て
物
語
り
を
語
り
つ
い
で
ゆ
く
形
が
多
い
。
中
巻
は
会
話
文
が
少
な
く
な
り
、
和
歌
が
増
え
夢
の
記
述
が
あ
ら
わ
れ
、
連
続
引
用
の
率
が
高
く
な
る
。
下
巻
に
お
い
て
は
会
話
文
が
少
な
く
和
歌
が
多
く
、
引
用
形
式
に
は
こ
れ
と
い
う
特
色
は
な
い
。
　
以
上
、
『
古
事
記
』
の
会
話
引
用
式
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
話
文
は
、
会
話
文
と
し
て
の
目
印
を
文
中
に
持
つ
こ
と
が
多
く
、
漢
字
ば
か
り
の
表
記
法
と
は
い
え
、
地
の
文
や
他
の
引
用
文
と
ま
ぎ
れ
合
う
こ
と
が
少
な
い
。
次
に
そ
の
様
相
を
具
体
的
に
眺
め
て
み
よ
う
。
四
　
『
古
事
記
』
の
直
接
叙
法
の
明
確
さ
は
、
勿
論
ま
ず
第
一
に
、
言
表
行
為
を
示
す
引
用
動
詞
に
よ
っ
て
文
中
に
導
び
か
れ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
の
『
古
事
記
』
の
引
用
動
詞
あ
る
い
は
引
用
形
式
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
既
に
注
ω
に
あ
げ
た
諸
論
考
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
や
〉
視
点
を
か
え
て
、
『
古
事
記
』
の
会
話
文
に
は
、
会
話
文
に
後
接
し
て
何
ら
か
の
目
印
が
置
か
れ
、
広
義
の
双
括
形
式
と
で
も
い
う
べ
き
機
能
を
果
し
て
、
地
の
文
に
対
し
て
会
話
文
を
際
立
た
せ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
和
文
に
お
い
て
も
、
イ
ハ
ク
ー
ト
イ
フ
、
も
し
く
は
、
イ
フ
ヤ
ウ
ー
ト
イ
フ
の
よ
う
な
双
括
形
式
に
お
い
て
は
、
会
話
文
は
明
確
に
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
引
用
部
分
の
終
り
は
、
後
接
す
る
引
用
助
詞
ト
な
ど
に
よ
っ
て
一
般
に
は
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
和
文
に
お
け
る
引
用
助
詞
ト
に
も
匹
敵
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
目
印
が
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
形
で
示
さ
れ
、
会
話
文
に
上
接
す
る
引
用
動
詞
と
相
ま
っ
て
会
話
文
を
際
立
た
せ
る
役
目
を
果
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
調
査
し
、
又
そ
の
こ
と
の
意
味
を
問
う
の
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
A
・
a
　
ま
ず
第
一
に
は
、
会
話
文
の
上
下
に
引
用
動
詞
が
置
か
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
双
括
引
用
形
式
（
安
藤
正
次
氏
の
い
わ
れ
る
首
尾
呼
応
語
、
遠
藤
嘉
基
氏
の
い
わ
れ
る
復
調
形
）
を
と
る
型
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
会
話
文
の
直
後
に
再
び
引
用
動
詞
が
置
か
れ
て
、
会
話
文
を
明
確
に
地
の
文
か
ら
区
切
り
取
っ
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
『
古
事
記
』
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
次
の
と
お
り
に
あ
ら
わ
れ
る
。
〈
上
巻
〉
①
故
爾
伊
邪
那
岐
命
詔
之
、
愛
我
那
容
認
命
乎
、
（
訓
注
）
謂
易
子
之
一
木
直
接
叙
法
の
意
味
（
山
口
）
三
長
崎
大
学
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学
部
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文
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報
告
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乎
、
乃
、
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、
6
0
ぺ
、
以
下
引
用
は
す
べ
て
大
系
本
　
に
よ
る
）
②
爾
伊
邪
那
岐
命
、
告
其
桃
子
、
汝
如
助
吾
、
於
葦
原
中
国
所
有
、
宇
都
志
　
伎
（
訓
注
）
青
人
草
之
、
落
野
瀬
而
患
惚
時
、
華
押
告
、
（
6
6
ぺ
）
③
食
菌
須
佐
之
男
命
、
白
干
天
照
大
御
神
、
我
心
清
明
、
故
、
我
侭
生
子
、
　
得
手
弱
女
。
因
此
言
者
、
自
我
勝
心
而
、
（
7
8
ぺ
）
④
故
、
錐
然
為
、
天
照
大
御
神
者
、
登
賀
米
受
写
声
、
乏
尿
、
酔
而
吐
散
　
愚
亭
曽
（
訓
注
）
　
我
輩
勢
之
命
、
蝉
茸
此
。
又
錐
田
之
阿
、
埋
溝
者
、
　
地
　
阿
多
良
斯
登
許
曽
（
訓
注
）
　
我
那
勢
之
命
、
為
如
八
事
（
訓
注
）
　
詔
錐
直
、
（
7
8
ぺ
）
⑤
故
爾
八
十
神
怒
、
欲
殺
大
穴
牟
竜
神
、
共
議
而
、
至
伯
伎
国
之
手
間
山
　
翼
翼
赤
猪
在
此
山
。
故
、
和
礼
（
訓
注
）
共
追
下
士
、
汝
待
取
。
若
不
待
　
取
者
、
必
将
殺
汝
云
而
（
9
4
ぺ
）
⑥
於
是
天
忍
穂
主
命
、
於
天
浮
橋
多
多
志
（
訓
注
）
而
詔
之
、
豊
葦
原
之
　
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
国
者
、
伊
多
久
佐
当
芸
旦
（
訓
注
）
有
那
理
、
（
訓
　
注
）
告
而
、
（
m
ぺ
）
⑦
爾
天
佐
具
費
、
（
訓
注
）
聞
悪
鳥
言
而
、
語
天
草
日
子
言
、
苫
葺
者
、
其
鳴
　
音
甚
悪
。
故
、
可
射
殺
鵬
翼
、
部
、
（
m
ぺ
）
⑧
郎
示
諸
神
等
詔
者
、
或
天
若
日
子
、
不
誤
命
、
為
射
悪
神
之
矢
之
至
者
、
　
不
中
天
若
日
子
。
専
有
邪
心
者
、
天
若
日
子
、
於
此
矢
麻
賀
礼
。
（
訓
注
）
　
云
而
、
（
m
ぺ
）
⑨
自
天
降
到
、
天
皇
日
子
之
父
、
亦
其
妻
、
皆
実
云
、
吾
子
者
不
死
有
祁
　
理
。
（
訓
注
）
我
君
者
不
死
坐
祁
理
云
、
（
m
ぺ
）
⑩
良
心
阿
遅
志
貴
高
日
子
根
神
、
大
怒
日
、
我
者
愛
三
十
幕
下
耳
。
何
吾
　
身
動
死
人
云
而
、
（
m
ぺ
）
⑪
於
再
起
之
、
此
地
者
、
向
韓
国
、
真
中
通
笠
沙
之
御
前
而
、
朝
日
之
直
四
　
刺
国
、
夕
日
留
日
当
国
也
。
故
、
此
地
甚
吉
地
響
而
、
（
鵬
ぺ
）
⑫
於
是
其
兄
火
照
命
、
乞
其
鉤
日
、
山
佐
知
母
、
己
之
佐
知
佐
知
、
海
佐
　
知
母
、
里
国
佐
知
佐
知
、
今
各
謂
返
佐
知
之
時
、
（
悩
ぺ
）
⑬
其
綿
津
見
大
神
誇
日
之
、
以
此
期
義
挙
兄
時
、
言
状
者
、
此
鉤
者
、
於
　
煩
鉤
、
須
須
田
、
羽
蟻
、
宇
流
鉤
、
云
而
、
於
後
手
賜
。
（
訓
注
）
然
而
其
　
兄
、
作
高
田
者
、
汝
命
営
下
田
。
其
兄
作
下
田
者
、
国
命
営
高
田
。
為
然
、
　
吾
野
水
故
、
三
年
之
問
、
必
其
兄
貧
窮
。
平
曲
怨
其
翼
然
之
事
而
、
攻
戦
　
者
、
出
塩
盈
珠
而
溺
。
若
其
愁
請
者
、
出
塩
乾
球
而
活
、
如
此
令
憂
苦
云
、
　
（
蜘
ぺ
）
〈
中
巻
〉
⑭
長
日
、
僕
者
大
物
主
大
神
、
嬰
陶
津
平
癒
之
女
、
活
玉
依
昆
売
、
生
子
、
　
名
櫛
御
方
命
之
子
、
飯
井
巣
見
命
之
子
、
建
甕
槌
命
之
子
、
僕
意
富
多
多
　
泥
古
白
。
（
㎜
ぺ
）
⑮
爾
読
妄
日
、
吾
與
汝
共
、
治
天
下
。
故
、
當
殺
天
皇
云
而
、
（
㎜
ぺ
）
⑯
於
君
父
在
日
、
是
者
天
皇
坐
要
理
。
（
訓
注
）
恐
之
、
岩
子
仕
奉
云
而
（
蹴
　
ぺ
）
⑰
爾
其
兄
日
、
土
量
有
得
此
嬢
子
者
、
避
上
下
衣
服
、
量
身
高
而
醸
甕
酒
、
　
亦
山
河
之
物
、
悉
備
設
、
論
理
礼
豆
玖
云
爾
。
（
訓
注
）
（
珊
ぺ
）
〈
下
巻
〉
⑱
印
幸
行
其
若
日
下
部
去
月
許
、
賜
入
其
犬
、
令
詔
、
甘
物
者
、
今
日
得
　
道
之
奇
物
。
故
、
都
麻
将
比
（
訓
注
）
之
物
云
而
賜
入
篭
。
（
鵬
ぺ
）
⑲
天
皇
於
是
捏
畏
而
白
、
恐
我
大
神
、
有
宇
都
志
望
美
者
、
（
訓
注
）
不
寛
　
白
而
、
（
緬
ぺ
）
　
右
、
上
巻
一
三
例
、
中
巻
四
例
、
下
巻
二
例
の
計
一
九
例
の
う
ち
、
①
④
⑦
⑫
は
、
あ
る
い
は
構
文
上
問
題
が
あ
る
と
し
て
除
外
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
①
は
、
会
話
文
の
途
中
に
「
謂
」
が
は
さ
み
お
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
二
つ
の
会
話
文
が
そ
れ
ぞ
れ
「
詔
之
」
「
謂
」
で
引
用
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
④
は
管
見
に
よ
れ
ぽ
、
『
古
事
記
』
中
、
直
接
叙
法
に
関
し
て
引
用
助
詞
ト
が
表
記
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
用
例
で
あ
り
、
下
思
動
詞
が
「
詔
直
」
と
複
合
動
詞
に
な
る
ば
か
り
か
、
逆
接
条
件
に
な
っ
て
面
接
す
る
唯
一
の
例
で
も
あ
る
。
⑦
は
、
会
話
文
に
上
接
す
る
引
用
動
詞
が
、
「
語
（
目
的
語
）
言
」
と
二
語
あ
ら
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
下
士
の
引
用
動
詞
が
「
云
進
」
と
い
う
複
合
動
詞
に
な
っ
て
い
る
。
⑫
は
、
下
士
引
用
動
詞
が
き
ち
ん
と
上
縁
引
用
動
詞
「
日
」
と
呼
応
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
「
時
」
に
か
か
る
修
飾
句
と
な
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
右
の
疑
問
の
あ
る
四
例
の
う
ち
、
④
⑦
⑫
の
三
例
は
、
注
1
ω
の
安
藤
論
文
で
は
採
っ
て
お
ら
れ
な
い
。
但
し
安
藤
論
文
で
は
、
本
稿
で
は
認
め
て
い
な
い
別
の
三
例
を
採
り
、
上
巻
に
計
＝
二
例
、
下
巻
に
も
一
例
を
加
え
て
計
三
例
、
合
計
二
〇
例
を
、
首
尾
呼
応
語
（
質
草
引
用
の
こ
と
、
山
口
注
）
と
認
め
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
　
双
括
形
式
に
お
い
て
、
上
接
・
下
接
の
動
詞
を
厳
密
に
言
表
行
為
だ
け
を
示
す
事
例
を
と
れ
ぼ
、
右
の
計
一
九
例
で
あ
る
が
、
会
話
文
引
用
に
つ
い
て
の
双
括
機
能
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
例
も
認
め
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
A
・
b
⑳
故
爾
詔
、
吾
者
為
日
神
之
御
子
、
向
日
督
戦
不
良
。
故
、
負
賎
奴
之
痛
　
手
。
自
今
者
行
書
而
、
背
負
日
豊
撃
期
而
、
（
中
、
珊
ぺ
）
⑳
従
其
地
廻
幸
、
到
紀
国
話
調
水
門
而
詔
、
負
賎
奴
落
手
乎
死
、
男
建
而
　
崩
。
（
中
、
励
ぺ
）
⑳
其
御
子
詔
言
、
是
於
河
下
、
如
青
葉
山
者
、
見
山
非
山
。
若
坐
出
雲
之
　
石
桐
之
曽
宮
、
葦
原
色
許
男
大
神
以
伊
都
玖
之
祝
大
宗
手
間
賜
也
。
（
中
、
　
鵬
ぺ
）
　
こ
れ
ら
に
み
る
下
意
の
動
詞
「
期
」
「
男
建
）
「
問
賜
」
は
、
単
な
る
言
表
行
為
の
み
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
が
、
言
表
を
伴
な
う
行
為
で
あ
り
、
言
表
行
為
を
前
提
と
し
て
も
い
る
。
会
話
文
の
輪
郭
を
明
示
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
先
に
、
安
藤
氏
が
首
尾
呼
応
語
の
用
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
計
二
〇
例
の
う
ち
、
本
稿
で
示
し
た
計
二
二
例
に
含
ま
れ
な
い
の
は
、
「
爾
八
十
神
子
其
菟
云
一
」
（
上
9
0
ぺ
）
「
告
春
子
言
i
」
（
9
4
ぺ
）
「
爾
天
宇
受
費
命
謂
海
鼠
云
i
」
（
上
㎜
ぺ
）
「
其
採
白
天
皇
日
一
」
（
下
鎚
ぺ
）
の
計
四
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
会
話
文
の
上
下
に
引
用
動
詞
を
置
い
て
双
美
す
る
形
式
で
は
な
く
、
言
表
行
為
を
示
す
引
用
動
詞
が
会
話
文
の
受
け
手
（
対
象
語
）
を
双
議
し
、
引
用
動
詞
は
二
つ
と
も
会
話
文
に
上
接
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
を
も
採
る
な
ら
ぼ
同
様
の
事
例
を
上
巻
九
例
、
中
巻
二
例
、
下
巻
三
例
計
一
四
例
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
引
用
動
詞
と
し
て
「
問
」
「
答
」
「
講
」
な
ど
を
加
え
れ
ば
更
に
上
巻
五
例
、
中
巻
一
二
例
、
下
巻
五
例
、
計
二
二
例
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
会
話
文
の
上
下
に
引
用
動
詞
を
置
く
双
括
引
用
と
は
区
別
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
本
稿
で
は
こ
の
引
用
形
式
に
は
加
え
な
い
。
　
そ
こ
で
、
先
に
あ
げ
た
計
二
二
例
を
、
『
古
事
記
』
に
み
る
会
話
文
に
下
接
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ヨ
　
し
て
引
用
動
詞
を
持
つ
型
と
そ
の
類
型
と
認
め
、
上
接
・
下
接
の
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
方
を
次
頁
に
表
H
と
し
て
示
す
。
表
H
に
み
る
限
り
、
A
・
b
に
掲
げ
た
三
例
（
表
中
［
H
］
で
囲
ん
だ
部
分
）
は
異
質
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
分
る
。
や
は
り
、
上
置
・
下
書
の
動
詞
は
、
は
っ
き
り
と
言
表
行
為
の
み
を
あ
ら
わ
す
動
詞
に
限
る
こ
と
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
双
括
引
用
形
式
は
厳
密
に
限
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
「
会
話
文
を
明
示
す
る
」
目
印
と
し
て
の
下
書
部
分
と
い
う
観
点
か
ら
調
査
す
る
の
で
、
こ
の
三
例
も
、
会
話
文
に
下
接
し
て
引
用
動
詞
を
持
ち
そ
れ
が
会
話
文
を
明
示
す
る
機
能
を
果
し
て
い
る
と
認
め
て
、
用
例
の
中
に
加
え
て
考
え
る
。
直
接
叙
法
の
意
味
（
山
口
）
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表
H
か
ら
は
、
又
、
上
接
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
接
が
同
一
動
詞
を
と
る
事
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
む
し
ろ
少
な
い
こ
と
、
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
・
下
接
の
動
詞
の
い
ず
れ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
又
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
貫
性
も
し
く
は
統
一
性
は
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
を
知
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
二
二
例
の
下
接
引
用
動
詞
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
つ
型
に
は
、
上
声
・
下
接
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
動
詞
の
使
い
分
け
は
見
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ず
、
組
み
合
わ
せ
に
一
貫
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
な
い
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
会
話
文
を
際
立
た
せ
る
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
と
し
て
の
機
能
が
大
き
い
も
瓠
　
　
　
　
　
　
　
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
意
味
で
は
、
会
話
文
に
下
接
す
る
の
は
必
ら
ず
し
も
言
表
行
為
を
あ
ら
わ
す
動
詞
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
他
の
目
印
で
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
『
古
事
記
』
に
は
、
接
辞
そ
の
他
、
下
接
引
用
動
詞
に
も
匹
敵
す
る
目
印
が
、
会
話
文
に
下
接
し
て
あ
ら
わ
れ
、
会
話
文
の
閉
じ
め
を
示
す
役
割
を
果
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
は
そ
れ
を
検
討
す
る
。
引
用
動
詞
上
接
i
下
接
上
中
下
計
刀
ロ
　
一
　
　
刀
口
雪
口
　
　
　
　
　
　
　
蓄
口
　
謂
　
告
　
云
1
1
1
1
1
1
1
2
1
　
期
　
男
建
詔
・
言
・
問
畑
加
（
1
1
1
語
・
言
－
云
1
1
日
　
一
白
云
謂
12
31
5
1
1
白
　
－
　
白
　
云
1
1
11
云
　
i
云
2
2
告
　
i
告
詔
11
11
計
13
4
③
2
19
G
五
六
B
・
a
　
会
話
文
で
文
が
終
る
場
合
、
又
は
、
会
話
文
で
一
応
句
切
れ
て
文
が
中
止
す
る
場
合
、
後
続
文
の
冒
頭
に
、
あ
る
種
の
接
辞
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。
①
爾
自
身
上
戸
出
向
之
時
、
伊
邪
那
岐
命
仏
門
之
、
愛
藤
津
魎
妹
命
、
吾
　
與
汝
所
作
之
国
、
未
上
智
。
故
、
可
還
。
爾
…
（
上
、
6
4
ぺ
）
②
照
影
邪
那
岐
命
詔
、
愛
隔
日
耳
茸
命
、
汝
為
然
者
、
吾
一
日
目
千
五
百
産
　
屋
。
是
以
…
…
（
上
、
6
6
ぺ
）
③
故
於
是
速
須
佐
之
男
命
言
、
然
者
干
天
照
大
御
神
中
綿
、
乃
…
（
上
、
　
7
4
ぺ
）
④
爾
天
照
大
御
神
聞
敬
馬
射
詔
、
我
那
勢
命
之
上
来
由
者
、
必
不
善
心
。
欲
　
奪
我
国
耳
。
劇
…
…
（
上
、
7
4
ぺ
）
⑤
爾
天
照
大
神
詔
、
然
甲
高
心
之
清
明
、
何
以
知
。
於
是
…
…
（
上
、
7
4
　
ぺ
）
⑥
爾
思
金
神
樗
蚕
、
可
遣
天
津
国
玉
神
之
子
、
天
若
日
子
。
故
爾
…
…
　
（
上
、
m
ぺ
）
　
こ
れ
ら
の
会
話
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
語
詔
之
、
詔
、
言
、
製
出
な
ど
の
引
用
動
詞
の
直
後
か
ら
会
話
文
が
始
ま
り
、
そ
の
会
話
文
で
文
も
し
く
は
句
が
終
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
文
の
冒
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
、
爾
、
是
以
、
乃
、
部
、
於
是
、
故
爾
の
よ
う
な
接
辞
i
つ
な
ぎ
こ
と
ば
が
置
か
れ
、
次
文
の
冒
頭
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
で
、
前
文
末
尾
の
会
話
文
の
終
り
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
こ
の
目
印
も
、
実
際
に
文
章
を
読
ん
で
い
く
上
で
は
、
会
話
文
の
終
り
を
は
っ
き
り
と
印
象
づ
け
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。
m表
上
中
下
計
爾
30
22
15
67
爾
即
1
1
故
19
19
6
44
故
爾
9
1
10
故
帥
1
1
2
故
是
以
1
1
帥
13
14
7
34
乃
5
2
7
亦
1
2
1
4
又
1
4
5
且
1
1
而
4
5
3
12
次
1
1
時
2
2
之
時
1
1
後
2
2
之
中
1
1
所
1
1
然
1
2
3
6
錐
然
1
1
如
此
8
5
3
16
是
以
2
2
5
9
於
是
8
11
5
24
是
○
1
1
2
此
○
3
1
4
自
1
1
2
従
1
1
計
m
94
53
罰
　
こ
の
よ
う
な
接
辞
ー
つ
な
ぎ
の
こ
と
ぼ
に
は
様
々
な
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
用
例
を
整
理
し
て
み
る
と
上
の
表
m
の
よ
う
に
な
る
。
　
接
辞
と
い
う
語
で
は
覆
い
き
れ
な
い
雑
多
な
語
句
を
採
っ
て
い
る
が
、
文
章
を
読
み
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
語
句
が
画
然
と
会
話
文
の
閉
じ
め
を
指
標
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
な
い
。
特
に
数
値
の
多
い
、
爾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
系
六
八
例
、
故
系
五
七
例
、
即
三
四
例
の
三
接
辞
、
及
び
、
如
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
一
六
例
、
是
以
九
例
、
於
是
二
四
例
は
、
『
古
事
記
』
全
体
に
わ
た
っ
て
会
話
文
に
直
接
後
続
し
て
あ
ら
わ
れ
、
会
話
文
の
閉
じ
め
を
示
す
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
上
・
中
・
下
各
巻
の
用
法
に
は
い
く
ら
か
の
偏
り
は
あ
る
が
、
特
に
と
り
た
て
て
い
う
ほ
ど
の
特
色
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
見
出
せ
な
い
と
思
う
。
下
巻
の
用
例
が
形
の
単
純
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
会
話
文
の
直
後
に
置
か
れ
る
語
句
が
、
会
話
文
に
上
接
す
る
引
用
動
詞
と
相
ま
っ
て
、
会
話
文
の
目
印
に
な
り
得
て
い
る
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
諸
例
も
又
、
同
様
の
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
B
・
b
⑦
師
其
御
頭
球
之
玉
緒
母
由
良
遍
（
訓
注
）
取
由
良
迦
志
而
、
賜
天
照
大
　
御
神
而
詔
之
、
汝
命
者
、
所
知
高
天
原
　
、
事
依
而
賜
也
。
（
上
、
7
2
ぺ
）
⑧
次
詔
月
讃
命
、
汝
命
者
、
所
知
夜
之
食
国
　
、
事
依
也
。
（
上
、
7
2
ぺ
）
⑨
次
詔
建
速
須
佐
之
男
命
、
汝
命
者
、
所
知
海
原
　
、
事
依
也
。
（
上
、
7
2
ぺ
）
⑩
天
照
大
御
神
之
命
以
、
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
国
者
、
我
御
　
子
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
命
之
所
知
国
、
言
因
賜
而
、
（
上
、
m
ぺ
）
⑪
是
以
随
白
之
科
詔
日
子
番
能
逓
遍
芸
命
、
此
豊
葦
原
水
穂
国
者
、
汝
将
　
知
国
、
言
依
賜
。
（
上
、
鵬
ぺ
）
右
の
五
例
は
、
会
話
文
に
下
接
し
て
「
言
（
事
）
依
」
と
い
う
語
句
が
あ
ら
わ
れ
、
上
部
が
会
話
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
目
印
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
用
例
が
、
上
巻
五
例
、
中
巻
三
例
、
下
巻
一
例
、
計
九
例
見
出
さ
れ
、
右
五
例
と
あ
わ
せ
て
、
前
掲
の
表
m
の
数
値
に
追
加
し
得
る
用
例
が
合
計
一
四
例
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
以
上
に
よ
っ
て
、
会
話
文
に
下
接
し
て
接
辞
そ
の
他
の
目
印
を
持
つ
用
例
は
表
m
に
あ
げ
た
計
二
六
一
例
に
、
こ
れ
に
準
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
計
一
四
例
を
加
え
て
合
計
二
七
五
例
に
達
す
る
こ
と
が
証
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
『
古
事
記
』
の
全
会
話
文
数
の
八
割
に
も
達
す
る
数
値
で
あ
る
。
直
接
叙
法
の
意
味
（
山
口
）
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
第
三
十
三
号
八
六
　
次
に
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
む
し
ろ
例
外
的
に
、
会
話
文
に
下
接
し
て
何
ら
の
目
印
も
持
た
な
い
用
例
を
検
討
し
よ
う
。
上
巻
に
計
一
七
例
、
中
巻
に
計
一
二
例
、
下
巻
に
計
＝
二
例
、
合
計
五
】
例
が
見
出
せ
る
。
　
下
接
の
目
印
の
な
い
用
例
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
C
・
a
①
於
是
問
罪
翰
墨
邪
那
美
命
日
、
心
身
者
如
何
成
。
白
白
吾
身
者
、
成
成
　
不
成
合
庭
一
華
在
。
爾
…
…
（
上
、
5
2
ぺ
）
②
糾
問
汝
剣
士
者
何
、
答
二
言
中
之
算
者
、
自
本
在
八
号
女
。
測
高
志
之
　
八
俣
遠
呂
智
、
（
訓
注
）
毎
年
来
喫
。
今
其
可
来
時
。
故
泣
。
爾
…
…
（
上
　
8
4
ぺ
）
③
爾
問
汝
者
誰
也
、
答
日
僕
者
国
神
、
名
謂
井
氷
鹿
。
（
訓
注
）
即
…
（
中
　
鵬
ぺ
）
④
又
命
詔
、
何
為
日
足
奉
。
答
白
、
取
御
母
、
定
大
湯
坐
、
若
湯
坐
、
宜
　
日
足
奉
。
故
…
…
（
中
、
浬
ぺ
）
⑤
爾
天
皇
華
燭
、
吾
玉
章
命
若
與
墨
江
中
王
同
心
乎
。
故
不
相
言
。
答
白
、
　
僕
者
三
厩
邪
心
。
亦
不
同
墨
江
中
王
。
亦
…
…
（
下
、
獅
ぺ
）
⑥
爾
語
其
二
日
、
汝
有
所
思
量
。
答
日
、
被
天
皇
能
事
澤
、
何
有
所
思
。
　
於
是
…
…
（
下
、
㎜
ぺ
）
　
右
の
よ
う
な
例
に
お
い
て
…
を
つ
け
た
会
話
文
は
、
上
接
し
た
引
用
動
詞
、
問
・
詔
・
語
な
ど
で
導
か
れ
て
い
る
が
、
下
接
部
分
に
目
印
が
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
の
用
例
に
お
い
て
も
、
ひ
き
つ
づ
い
て
次
の
会
話
文
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
引
用
動
詞
・
答
白
・
答
白
言
、
答
日
な
ど
が
、
会
話
文
に
直
接
下
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
番
目
の
会
話
文
の
下
に
は
、
爾
・
故
・
帥
・
亦
於
是
な
ど
の
接
辞
が
い
ず
れ
の
事
例
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
二
つ
の
会
話
文
は
、
一
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
地
の
文
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
引
用
形
式
は
、
ど
う
や
ら
、
問
答
の
引
用
形
式
と
し
て
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
類
型
化
し
て
い
る
も
の
ら
し
い
。
こ
の
形
式
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
会
話
文
は
一
体
に
短
か
い
も
の
が
多
く
、
会
話
の
内
容
は
大
む
ね
問
い
と
答
え
か
ら
成
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
上
巻
に
計
一
〇
例
、
中
巻
に
計
一
七
例
、
下
巻
に
計
七
例
、
合
計
三
四
例
を
数
え
る
。
そ
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
、
会
話
文
に
接
続
す
る
文
の
文
頭
に
接
辞
を
持
た
な
い
次
の
よ
う
な
事
例
も
、
例
外
的
で
は
あ
る
が
含
め
た
。
例
外
例
は
、
中
巻
二
例
、
下
巻
｝
例
の
合
計
三
例
が
見
出
せ
た
。
⑦
亦
問
日
何
由
、
答
日
、
時
時
也
往
往
也
、
錐
為
取
而
不
得
。
是
以
白
不
　
能
界
。
（
中
、
珊
ぺ
）
　
こ
れ
ら
計
三
四
例
の
事
例
は
、
問
答
と
い
う
形
の
二
つ
の
会
話
文
が
一
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
会
話
文
の
引
用
さ
れ
て
い
る
地
の
文
に
は
、
二
文
と
み
な
す
べ
き
区
切
り
の
目
印
が
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
計
三
四
例
は
、
二
つ
の
会
話
文
を
一
ま
と
ま
り
の
表
現
と
し
て
一
文
中
に
連
続
し
て
引
用
し
て
い
る
事
例
と
み
な
し
、
こ
れ
を
私
は
、
「
連
続
引
用
」
と
呼
ぶ
。
『
古
事
記
』
の
連
続
引
用
は
、
会
話
数
に
お
い
て
二
会
話
文
、
会
話
内
容
に
お
い
て
問
答
、
と
非
常
に
限
定
さ
れ
た
形
の
も
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
上
記
三
四
例
の
他
に
も
、
内
容
的
に
は
問
答
で
あ
り
、
形
式
的
に
も
き
わ
め
て
類
似
し
た
事
例
が
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
で
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
同
質
の
引
用
形
式
と
は
認
め
な
い
。
　
次
に
示
す
⑧
は
、
二
つ
の
会
話
文
の
い
ず
れ
も
主
語
を
も
つ
事
例
で
あ
る
。
又
、
⑨
は
、
二
つ
の
会
話
文
に
下
接
し
て
、
問
答
の
い
ず
れ
に
も
接
辞
が
あ
ら
わ
れ
る
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
前
述
し
た
①
か
ら
⑦
の
よ
う
な
事
例
と
き
わ
め
て
近
似
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
一
文
と
認
め
ら
れ
る
点
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
一
文
中
に
二
会
話
文
の
連
続
引
用
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
⑧
爾
伊
里
那
岐
命
詔
、
我
身
者
、
期
成
而
鯨
庭
一
塁
在
。
故
以
此
吾
身
成
　
鯨
虚
、
刺
塞
汝
食
思
成
合
庭
而
、
以
為
生
成
国
土
。
生
奈
何
。
（
訓
注
）
伊
　
邪
那
美
命
、
答
日
然
善
。
爾
…
（
上
5
2
ぺ
）
⑨
爾
具
請
之
、
今
如
此
言
教
之
大
神
者
、
欲
知
其
御
名
、
師
答
詔
、
是
天
　
照
大
神
之
御
心
者
。
亦
底
筒
男
、
中
筒
男
、
上
筒
男
、
三
柱
大
神
者
也
。
（
訓
　
注
）
今
宴
思
求
其
国
者
、
於
天
神
地
祇
、
亦
山
神
及
河
海
之
諸
神
、
悉
奉
幣
　
畠
、
我
之
御
魂
、
坐
丁
船
上
而
、
真
木
灰
納
瓠
、
亦
箸
及
羅
傅
（
訓
注
）
　
多
作
、
皆
皆
散
書
大
海
以
可
度
。
故
…
…
（
中
劉
ぺ
）
　
例
文
⑧
の
よ
う
な
用
例
が
上
巻
二
例
、
下
巻
一
例
の
合
計
三
例
、
例
文
⑨
に
準
ず
る
用
例
が
、
中
巻
に
三
例
み
ら
れ
た
。
但
し
、
例
文
⑨
に
準
ず
る
三
例
の
う
ち
二
例
ま
で
は
、
問
答
の
両
者
と
も
に
主
語
が
明
示
さ
れ
て
い
て
、
例
文
⑧
と
も
重
な
る
用
例
で
あ
る
。
　
鋭
き
わ
め
て
例
外
的
な
一
例
と
し
て
左
の
よ
う
な
も
の
も
み
ら
れ
る
。
⑩
故
、
部
還
下
難
波
、
欺
所
近
習
墨
江
中
王
之
隼
人
、
名
曽
婆
加
里
云
、
　
若
汝
従
吾
言
者
、
吾
為
天
皇
、
汝
作
大
臣
、
治
天
下
那
何
。
曽
婆
詞
理
答
　
白
随
命
。
爾
…
…
（
下
、
鰯
ぺ
）
　
こ
れ
も
又
、
答
の
文
は
、
曽
婆
詞
理
と
い
う
主
語
が
明
示
さ
れ
て
、
独
立
し
た
文
で
あ
り
、
二
会
話
文
引
用
の
一
文
で
は
な
く
、
一
会
話
一
文
と
い
う
形
式
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
外
見
上
、
連
続
引
用
に
類
似
す
る
が
同
質
の
表
現
で
は
な
い
と
判
断
し
、
こ
の
項
に
お
け
る
用
例
に
は
加
え
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
先
に
あ
げ
た
形
の
問
答
引
用
体
と
し
て
の
計
三
四
例
の
連
続
引
用
に
お
い
て
は
、
引
用
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
会
話
文
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
も
が
会
話
文
に
後
接
す
る
目
印
を
も
た
な
い
。
前
述
の
下
接
の
目
印
を
持
た
な
い
会
話
文
計
五
一
例
の
う
ち
、
計
三
七
例
ま
で
ば
、
右
の
問
答
引
用
形
式
の
連
続
引
用
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
下
五
目
印
を
持
た
な
い
会
話
文
の
七
割
ま
で
は
問
答
引
用
形
式
の
引
用
文
の
中
に
み
ら
れ
、
一
つ
の
表
現
類
型
を
な
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
も
又
一
つ
の
目
印
の
役
割
を
果
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
七
　
以
上
、
会
話
文
に
下
接
し
て
何
ら
か
の
目
印
を
持
つ
事
例
を
検
討
し
た
。
今
も
う
一
度
整
理
し
て
み
れ
ぼ
、
次
の
三
種
で
あ
っ
た
。
　
A
I
会
話
文
に
下
接
し
て
更
に
引
用
動
詞
を
置
く
事
例
　
B
I
会
話
文
に
下
接
し
て
接
辞
そ
の
他
の
語
句
を
置
く
事
例
　
C
I
二
会
話
文
が
連
続
す
る
問
答
形
式
の
類
型
の
中
に
会
話
文
を
置
く
事
例
　
三
種
の
用
例
数
を
上
・
中
・
下
巻
に
分
け
て
表
坪
に
示
し
て
み
よ
う
。
表
W
上
中
下
計
A
・
a
　
　
　
下
接
引
用
動
詞
を
も
つ
型
　
b
1
3
B
2
2
2
皿
1
0
9
4
3
5
3
1
騰
C
・
a
　
二
会
話
文
連
続
の
問
答
形
式
の
中
の
型
1
0
1
7
7
3
4
計
柳
皿
6
3
荒
妙
接
叙
法
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意
味
（
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『
古
事
記
』
の
会
話
文
数
は
、
前
掲
表
1
に
み
る
と
お
り
、
計
三
三
四
例
で
あ
り
、
二
重
引
用
の
会
話
文
計
二
一
例
を
加
え
て
も
合
計
三
四
五
例
で
あ
る
。
表
W
に
み
る
と
お
り
、
そ
の
う
ち
の
計
三
三
一
例
ま
で
が
、
会
話
文
の
下
関
部
分
に
何
ら
か
の
目
印
を
持
ち
、
広
義
の
賜
田
形
式
と
で
も
い
う
べ
き
効
果
を
も
っ
て
、
地
の
文
の
中
で
会
話
文
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
に
、
全
会
話
文
数
の
九
割
五
分
に
も
及
ぶ
高
率
で
あ
り
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
単
に
、
会
話
文
に
上
接
し
て
い
る
引
用
動
詞
が
明
確
に
言
表
行
為
を
示
す
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
会
話
文
に
下
接
し
て
何
ら
か
の
目
印
を
持
ち
、
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
　
の
文
の
中
で
会
話
文
は
ま
ぎ
れ
よ
う
も
な
く
明
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
漢
字
の
み
で
表
記
さ
れ
、
し
か
も
、
純
粋
の
漢
文
の
表
記
法
と
異
な
り
、
音
訓
ま
ぜ
用
い
て
表
記
し
て
ゆ
く
中
で
、
会
話
文
－
直
接
叙
法
を
際
立
た
せ
る
た
め
の
工
夫
が
種
々
こ
ら
さ
れ
て
い
る
と
み
る
わ
け
で
あ
る
。
　
と
す
れ
ば
、
太
安
曇
侶
に
そ
の
よ
う
な
努
力
を
強
い
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
注
1
に
あ
げ
た
諸
論
文
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漢
訳
仏
典
あ
る
い
は
俗
語
流
漢
文
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
も
、
上
述
の
よ
う
な
特
色
は
見
出
せ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
確
め
る
べ
く
あ
ま
り
に
も
浅
学
で
あ
る
た
め
、
そ
の
点
の
検
討
は
識
者
に
ゆ
だ
ね
、
私
は
、
別
の
見
地
か
ら
、
こ
の
現
象
の
よ
っ
て
来
た
る
要
因
を
推
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
八
　
前
章
ま
で
に
、
『
古
事
記
』
の
会
話
文
が
、
い
か
に
明
確
に
会
話
文
と
し
て
の
目
印
を
置
く
か
を
見
て
き
た
。
会
話
文
に
先
行
す
る
目
印
と
し
て
、
明
確
に
言
表
行
為
だ
け
を
示
す
動
詞
が
あ
る
上
に
、
更
に
会
話
文
に
後
置
さ
れ
る
目
印
と
し
て
、
A
・
再
び
引
用
動
詞
を
置
く
事
例
の
他
、
B
・
様
々
な
接
辞
や
つ
な
ぎ
の
こ
と
ば
を
置
く
事
例
、
C
・
形
式
の
定
ま
っ
た
問
答
の
型
の
中
に
会
話
文
を
置
く
事
例
な
ど
を
見
出
し
た
。
『
古
事
記
』
の
会
話
文
は
、
結
果
的
に
は
上
下
に
お
か
れ
た
目
印
の
た
め
に
、
地
の
文
に
埋
没
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
用
例
の
分
布
状
態
か
ら
み
る
と
、
上
巻
に
多
く
、
下
巻
に
少
な
い
。
年
代
さ
え
混
沌
と
し
て
定
か
で
は
な
い
神
代
の
時
代
ほ
ど
直
接
叙
法
の
会
話
文
が
多
く
、
安
萬
侶
撰
録
の
時
点
に
近
づ
く
ほ
ど
少
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
あ
る
意
味
で
甚
だ
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
地
の
文
か
ら
前
述
の
如
く
際
立
た
せ
る
こ
と
に
徹
し
て
い
る
会
話
文
が
多
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
表
現
と
し
て
、
場
面
に
読
者
を
連
れ
こ
み
立
ち
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
臨
場
感
を
強
め
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
時
の
隔
た
り
の
も
っ
と
も
大
き
い
神
代
の
昔
の
神
々
の
会
話
が
、
も
っ
と
も
数
多
く
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
事
実
は
あ
る
い
は
平
安
和
文
に
お
い
て
、
『
竹
取
物
語
』
や
『
落
窪
物
語
』
の
よ
う
な
作
り
物
語
に
お
い
て
会
話
文
の
頻
度
が
高
く
、
身
近
の
こ
と
書
き
と
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
日
記
類
に
お
い
て
か
え
っ
て
低
い
と
い
う
事
実
と
も
照
合
す
る
現
象
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
現
象
に
対
す
る
解
釈
と
し
て
、
私
は
、
次
の
三
点
を
あ
げ
た
い
。
　
　
a
、
音
声
化
さ
れ
た
言
語
を
重
視
す
る
古
代
人
の
言
語
観
の
あ
ら
わ
れ
。
　
　
b
、
神
の
こ
と
ぼ
へ
の
古
代
人
の
尊
崇
の
念
の
あ
ら
わ
れ
。
　
　
c
、
音
声
言
語
を
文
字
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
過
程
の
結
果
。
　
会
話
文
の
引
用
に
お
い
て
、
あ
る
意
味
で
厳
密
に
引
用
文
を
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
記
載
方
式
は
、
言
葉
が
音
声
化
さ
れ
た
も
の
か
、
単
な
る
文
字
表
現
で
あ
る
か
に
こ
だ
わ
る
表
現
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
音
声
化
さ
れ
た
言
語
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
、
会
話
文
の
記
述
を
明
確
に
す
る
努
力
と
方
式
が
生
ま
れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
音
声
化
さ
れ
た
も
の
を
言
葉
と
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
め
、
尊
重
す
る
と
い
う
姿
勢
は
「
言
霊
の
佐
く
る
国
」
「
言
霊
の
幸
は
ふ
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
自
国
の
こ
と
を
称
す
る
古
代
日
本
人
に
と
っ
て
ご
く
自
然
な
言
語
の
と
ら
え
方
で
あ
る
と
思
う
。
こ
と
ぼ
が
一
端
人
の
心
に
思
い
浮
か
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
そ
れ
は
確
か
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
音
声
化
さ
れ
よ
う
が
文
字
化
さ
れ
よ
う
が
、
あ
る
い
は
音
声
に
も
文
字
に
も
な
ら
ず
人
の
心
の
中
に
あ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
が
、
大
し
た
違
い
は
な
い
と
で
も
捉
え
て
い
る
か
に
み
え
る
平
安
和
文
の
会
話
引
用
形
式
に
比
し
、
『
古
事
記
』
の
会
話
引
用
形
式
に
は
、
音
声
化
さ
れ
た
言
語
を
重
視
し
、
地
の
文
と
峻
別
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
と
思
う
。
　
そ
し
て
、
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
る
言
語
は
、
神
々
の
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。
神
言
は
何
よ
り
も
重
大
な
言
葉
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
一
言
半
句
違
え
ず
に
記
し
と
ど
め
よ
う
と
し
、
直
接
叙
法
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
上
巻
に
会
話
文
が
多
い
の
は
、
そ
れ
が
神
々
の
巻
で
あ
り
、
一
言
半
句
が
そ
こ
に
重
大
な
意
味
を
付
与
さ
れ
る
べ
き
言
葉
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
上
巻
に
お
い
て
描
写
が
活
き
活
き
と
し
て
お
り
、
場
面
が
活
写
さ
れ
、
人
物
（
神
々
）
の
姿
が
生
彩
を
帯
び
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
多
用
さ
れ
た
会
話
文
の
も
た
ら
し
た
副
次
的
な
結
果
で
あ
ろ
う
。
本
来
そ
れ
を
ね
ら
っ
て
会
話
文
を
多
用
し
た
の
で
は
な
い
。
神
々
の
こ
と
ぼ
の
尊
さ
、
あ
り
が
た
さ
の
た
め
に
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
記
し
と
ど
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
神
々
も
人
問
と
同
様
に
語
る
と
考
え
、
又
多
く
の
人
々
は
心
耳
に
神
の
こ
と
ば
を
聞
い
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
古
代
の
神
々
は
天
地
に
満
ち
満
ち
て
「
さ
　
　
　
　
　
　
ば
え
な
す
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
語
り
た
も
う
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
忠
実
に
記
し
と
ど
め
る
こ
と
、
そ
れ
が
直
接
叙
法
の
も
つ
真
の
意
味
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
　
更
に
、
音
声
言
語
を
文
字
に
写
し
か
え
る
一
そ
の
内
容
を
と
っ
て
意
味
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
語
ら
れ
た
言
葉
そ
の
ま
ま
に
写
し
か
え
る
一
と
い
う
こ
と
は
本
来
不
可
能
な
事
で
あ
る
。
ど
ん
な
表
音
文
字
で
あ
っ
て
も
音
声
を
そ
の
ま
ま
表
記
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
音
声
が
異
質
の
記
号
・
文
字
に
写
し
か
え
ら
れ
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
口
諦
の
期
間
を
経
る
こ
と
が
、
少
く
と
も
安
萬
侶
の
時
代
に
は
、
文
字
化
す
る
に
必
要
な
条
件
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
口
論
の
時
代
を
経
過
す
る
間
に
音
声
言
語
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
パ
ロ
ー
ル
と
し
て
の
属
性
を
や
や
薄
め
ら
れ
、
固
定
化
し
、
あ
る
意
味
で
洗
練
さ
れ
て
、
文
字
化
さ
れ
る
に
耐
え
る
だ
け
の
姿
を
獲
得
す
る
の
だ
と
思
う
。
　
直
接
叙
法
の
意
味
は
、
音
声
化
さ
れ
た
言
葉
の
そ
の
ま
ま
の
記
載
に
あ
る
。
音
声
化
さ
れ
た
言
語
は
単
に
心
中
に
思
惟
さ
れ
た
無
形
の
言
語
と
違
い
、
ひ
と
ば
と
呼
ぶ
に
足
る
形
を
そ
な
え
た
言
語
・
力
を
持
っ
た
言
語
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
記
し
と
ど
め
得
る
な
ら
ば
、
言
葉
の
持
つ
と
信
じ
ら
れ
た
力
は
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
封
じ
こ
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
た
に
相
違
な
い
。
文
字
を
持
た
な
い
古
代
の
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
語
ら
れ
た
こ
と
ぼ
だ
け
が
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
古
代
の
大
多
数
の
人
々
に
と
っ
て
、
文
字
は
何
の
意
味
も
持
た
ぬ
線
の
羅
列
で
あ
り
、
音
声
だ
け
が
こ
と
ぼ
の
旦
ハ
象
化
で
あ
っ
た
。
わ
け
て
も
神
の
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
又
、
長
い
口
請
時
代
の
間
に
醇
化
さ
れ
て
、
文
字
化
し
得
る
に
足
る
純
正
さ
と
単
純
さ
を
獲
得
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
『
古
事
記
』
上
巻
に
会
話
文
が
多
く
、
そ
れ
が
、
上
下
に
目
印
を
お
い
て
際
立
た
せ
ら
れ
て
い
る
理
由
を
私
は
上
記
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
直
接
叙
法
の
意
味
（
山
口
）
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
三
号
二
九
　
語
ら
れ
た
言
葉
の
重
味
は
大
き
い
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
記
し
と
ど
め
よ
う
と
す
る
。
神
々
は
沈
黙
し
、
私
た
ち
は
音
声
を
不
確
か
な
不
安
定
な
も
の
と
考
え
、
文
字
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
て
信
じ
る
世
の
中
に
生
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
な
お
、
語
ら
れ
た
こ
と
ば
は
、
正
確
に
記
し
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。
目
印
の
少
な
い
和
文
の
世
界
で
は
逐
に
「
　
」
と
い
う
形
で
歴
然
と
会
話
文
を
区
別
す
る
方
法
を
生
み
出
し
て
い
る
。
　
長
い
歴
史
の
間
、
仮
名
文
に
お
い
て
直
接
叙
法
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ぼ
地
の
文
や
噂
話
文
・
消
息
文
と
ま
ぎ
れ
や
す
か
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
表
記
法
の
問
題
も
あ
ろ
う
。
表
意
文
字
で
あ
る
漢
字
で
引
用
動
詞
を
記
せ
ば
、
そ
れ
が
言
表
行
為
か
思
惟
行
為
か
書
記
行
為
か
は
一
目
瞭
然
で
あ
っ
て
、
引
用
文
が
視
野
に
入
る
前
に
、
そ
の
い
ず
れ
の
行
為
の
内
容
か
が
分
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
仮
名
書
の
和
文
に
お
い
て
は
、
引
用
動
詞
は
原
則
と
し
て
引
用
文
の
後
に
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
、
引
用
文
自
体
を
読
ん
で
い
る
時
に
は
、
ま
だ
そ
れ
が
言
表
行
為
な
の
か
思
惟
行
為
な
の
か
書
記
行
為
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
そ
の
上
、
仮
名
書
き
さ
れ
た
引
用
動
詞
は
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
力
が
弱
く
、
引
フ
、
カ
タ
ル
な
ど
の
明
確
な
動
詞
は
と
も
か
く
、
例
え
ば
ノ
ロ
フ
な
ど
に
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
は
、
思
惟
行
為
か
言
表
行
為
か
最
後
ま
で
決
定
し
に
く
い
。
呪
な
ど
の
口
篇
の
文
字
を
用
い
て
一
目
で
音
声
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
『
古
事
記
』
の
表
記
体
系
と
は
き
わ
だ
っ
た
違
い
が
あ
る
。
　
『
古
事
記
』
の
会
話
文
が
、
安
萬
侶
選
録
の
原
文
で
み
て
い
る
限
り
、
き
わ
め
て
明
瞭
に
認
知
で
き
る
の
に
、
む
し
ろ
訓
み
下
し
文
に
し
た
場
合
に
は
、
「
　
」
を
つ
け
な
い
と
会
話
文
の
存
在
が
稀
薄
に
な
る
の
も
、
表
記
法
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
　
そ
の
よ
う
な
表
記
法
で
久
し
い
間
言
語
生
活
が
い
と
な
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
こ
に
は
日
本
人
の
言
語
意
識
と
い
う
も
の
を
う
か
が
い
み
る
手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
今
後
、
更
に
会
話
文
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
、
音
声
の
言
語
と
文
字
の
言
語
の
接
点
を
探
り
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
の
本
質
に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
、
ω
安
藤
正
次
「
上
代
に
お
け
る
直
接
叙
法
に
つ
い
て
」
（
国
語
国
文
1
3
年
8
月
）
　
　
②
　
安
藤
正
次
「
古
事
記
の
文
体
的
考
察
」
（
本
邦
史
学
史
論
叢
」
所
収
）
　
　
⑧
　
神
田
秀
夫
「
古
事
記
の
文
体
に
関
す
る
一
試
論
」
（
国
語
と
国
文
学
2
5
年
6
月
・
　
　
8
月
）
　
　
ω
神
田
秀
夫
「
『
古
事
記
の
文
体
』
に
就
い
て
」
（
国
語
国
文
2
6
年
7
月
）
　
　
⑤
　
神
田
秀
夫
「
日
本
文
学
と
中
国
文
学
（
古
代
）
」
（
「
比
較
文
学
」
所
収
、
2
8
年
1
0
　
　
月
刊
）
　
　
㈲
　
小
島
憲
之
「
古
事
記
の
文
体
」
（
国
語
国
文
2
6
年
4
月
）
　
ω
　
小
島
憲
之
「
古
事
記
の
『
ね
ら
ひ
』
」
（
国
語
国
文
2
9
年
1
月
）
　
　
㈹
　
古
賀
精
一
「
古
事
記
の
『
白
』
『
日
』
両
君
に
つ
い
て
」
（
国
語
国
文
2
9
年
8
月
）
　
⑨
　
古
賀
精
一
「
古
事
記
に
お
け
る
会
話
引
用
一
白
・
奏
・
詔
・
告
の
用
字
法
一
」
　
　
　
（
古
事
記
年
報
2
・
3
0
年
1
月
）
　
　
⑩
　
原
口
裕
「
古
事
記
に
お
け
る
直
叙
様
式
1
□
之
・
□
者
の
用
字
に
つ
い
て
一
」
　
　
　
（
語
文
研
究
第
十
八
号
、
3
9
年
8
月
）
　
ω
　
西
尾
光
雄
『
日
本
文
章
史
』
上
古
篇
第
一
章
（
塙
書
房
刊
4
2
年
3
月
）
2
、
　
例
え
ば
、
双
括
引
用
で
引
用
さ
れ
て
い
る
会
話
文
が
二
重
引
用
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
　
　
ら
の
項
目
に
も
用
例
1
と
し
て
数
え
て
い
る
。
従
っ
て
各
事
項
の
合
計
数
が
総
数
に
　
　
】
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
3
、
　
僅
か
一
例
の
全
く
例
外
的
な
用
例
と
し
て
、
次
の
注
目
す
べ
き
事
例
が
見
出
さ
れ
　
　
る
。
　
○
将
待
撃
尊
書
聚
軍
。
（
中
、
覇
ぺ
）
　
　
　
こ
の
用
例
は
、
引
用
動
詞
が
会
話
文
に
下
接
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
し
か
な
い
。
　
　
双
括
引
用
形
式
の
下
部
だ
け
が
存
在
し
て
い
る
形
式
で
、
唯
一
の
例
で
あ
る
が
、
和
　
　
文
に
お
け
る
引
用
形
式
と
考
え
合
わ
せ
て
興
味
深
い
。
こ
の
事
例
も
又
、
会
話
文
に
　
　
下
接
し
て
目
印
を
持
つ
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
。
し
か
し
本
稿
に
お
い
て
取
り
扱
う
　
　
直
接
叙
法
は
、
こ
の
一
例
を
除
き
、
す
べ
て
会
話
文
に
上
接
し
て
引
用
動
詞
が
あ
ら
　
　
わ
れ
る
。
そ
の
事
を
前
提
と
し
て
論
を
進
め
会
話
文
に
下
接
す
る
語
句
に
注
目
し
て
　
　
い
る
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
上
接
引
用
動
詞
を
持
た
な
い
一
例
は
、
例
外
と
し
て
　
　
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
こ
こ
で
の
用
例
に
は
加
え
な
い
こ
と
に
す
る
。
4
、
　
注
1
⑩
の
原
口
論
文
で
は
、
全
会
話
文
数
三
四
九
例
と
さ
れ
、
他
の
諸
論
で
も
若
　
　
干
値
は
異
な
っ
て
い
て
、
本
稿
で
採
っ
た
計
三
三
四
例
も
確
実
な
数
値
と
は
い
い
が
　
　
た
い
。
し
か
し
、
大
局
的
に
み
て
、
広
義
の
双
括
現
象
が
『
古
事
記
』
の
会
話
文
に
　
　
お
い
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
動
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
5
、
　
　
『
万
葉
集
』
巻
五
・
八
九
四
、
巻
十
三
・
三
二
五
四
。
6
、
　
　
『
古
事
記
』
「
於
是
萬
神
之
聲
者
、
狭
蝿
那
須
（
訓
注
）
満
、
萬
妖
悉
発
。
」
（
上
、
　
　
8
0
ペ
ー
ジ
）
　
（
付
記
）
　
　
　
本
稿
の
連
続
引
用
に
関
す
る
部
分
は
、
一
九
八
三
年
国
語
学
会
秋
季
大
会
（
富
山
　
　
大
学
）
の
研
究
発
表
会
で
の
口
頭
発
表
に
お
い
て
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
　
　
席
上
、
又
、
事
後
に
ご
助
言
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
　
　
げ
ま
す
。
（
昭
和
五
十
八
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）
直
接
叙
法
の
意
味
（
山
口
）
＝
二
